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世界の子ども日本語ネットワーク推進事業 

「日本児童海外体験プログラム」＆「海外児童日本体験プログラム」 

第５回日本参加校 応募受付開始 

 

博報財団（公益財団法人 博報児童教育振興会）は、第５回「日本児童海外体験プログラム」および「海外児童日本体験 

プログラム」に参加する日本校の応募受付を本日より開始いたしましたのでお知らせいたします。  

中学生という時期に世界に触れることは、その後、国際人として成長していく感覚を身につけ、視野を広げる貴重な経験と 

なることでしょう。日本の生徒にとって、日本語を勉強している海外の生徒との交流は、日本を再認識する良い機会です。国際

理解教育の一環としてご活用いただけるプログラムとなっておりますので、是非ご検討ください。ご応募をお待ちしております。 

 

■ 事業目的 

これからのグローバル社会においては、お互いがそれぞれの国の生活や文化の多様性を理解し、認め合うことが 

重要です。この事業は、国際交流や異文化体験を通じて、日本と海外の生徒が互いに理解を深め、国際人として

成長する機会を提供することを目的としています。 

 

■ プログラム概要 

日本の中学生と、海外で日本語を学ぶ同世代の生徒との交流です。日本の中学生が海外を訪問する（「日本児童

海外体験プログラム」）、そして、日本で迎える（「海外児童日本体験プログラム」）。生徒が体験する双方向の交流

です。今回は、海外１５の国・地域から参加する生徒と一緒に、様々な活動を通して、意見交換しながら、交流を 

深めていきます。 

 

■ 応募資格 

－日本の学校教育法に規定された前期中等教育を行う教育機関であること 

－参加決定から翌年のプログラム完了までが一連の事業であることを理解し、継続して参加が可能であること 

－参加にあたって、国や行政機関などから必要となる許可を得られること 

＊過去の参加校もご応募いただけますが、前回参加校は応募不可となります 

 

■ 募集校数（各校からの参加人数） 

3 校程度 （両プログラム併せて、各校より計 20 名＋引率教師１～２名） 

・日本児童海外体験プログラム： 生徒 4 名＋引率教師 1 名 

・海外児童日本体験プログラム： 生徒 20 名＋引率教師 2 名（上記生徒と教師を含む） 

     ＊海外参加校１５校については、財団ホームページをご参照ください 

 

■ 助成内容 

日本児童海外体験プログラム： 渡航費、訪問国での宿泊費・食費・活動費（研修費、交通費を含む）、他 

海外児童日本体験プログラム： 国内交通費、日本での宿泊費・食費・活動費（研修費を含む）、他 
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■ スケジュール 

応 募 受 付 期 間： 2013 年 9 月 2 日～10 月 31 日 

結 果 通 知： 2013 年 11 月中旬（予定） 

実 施 予 定 期 間： 2014 年 4 月 26 日～5 月 6 日  日本児童海外体験プログラム 

2014 年 7 月 12 日～7 月 27 日 海外児童日本体験プログラム 

 

※応募要項・申請書は、財団ホームページ（http//www.hakuhodo.co.jp/foundation/globalnet/index.html）、および当事業 

のホームページ“HGN”（http://www.hgnet.jp/）よりダウンロードいただけます 

※前回のプログラム内容は、当事業のホームページ“HGN”に掲載している活動報告ページをご参照ください 

 

 

 
 
 
 
 
 
■本件に関するお問い合わせ先： 

公益財団法人 博報児童教育振興会 

世界の子ども日本語ネットワーク推進事業事務局（担当： 川添、松井） 

TEL. 03-5414-0201 / FAX. 03-5414-0695 

E-mail. office@hgnet.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
この事業は、国際交流基金、国際日本語普及協会、呉鳳科技大学、スリランカ日本語教師会、土日基金文化センター、モンゴル・日本人材開発センター、
ルーマニア日本語教師会などの協力によって実施されています 

博報財団（正式名称：公益財団法人博報児童教育振興会）は、１９７０年に設立された財団法人博報児童教育振興会を母体
として公益認定され、２０１１年４月に公益財団法人としてスタートしました。 
次代を担う子どもたちの豊かな人間性の育成のために、児童教育の実践者を顕彰する「博報賞」をはじめ、「児童教育実践に
ついての研究助成事業」「国際日本研究フェローシップ」「世界のこども日本語ネットワーク推進事業」など、「ことば」「文化」の領
域を中心に児童教育の支援につながる活動を行っています。 

◇ 公式ホームページ http://www.hakuhodo.co.jp/foundation/ ◇ 
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